


















研究目的

小児は、成長成熟への途上にあり、薬物代謝に関する肝・腎機能、水分代謝、

体組成などにおいて、成人との間に成長段階に応じ大きな差異がある。したが

って、小児の薬物療法には、年令、体重、体表面積、性別、個人差、人種差等

を考慮し、更に小児の疾患と重症度により薬物の投与方法に十分な配慮が必要

である。また、他薬剤との併用による影響、副作用の予防や成長に対する影響

に注意しなければならない。また、胎生期における薬剤の経胎盤性と胎芽・胎

児への影響、あるいは、母乳中への分泌による乳児への影響など重要な問題が

ある。


